
中1 歴史 古代 穴うめ（20問）　版Iの答え

※ 漢字でもひらがなでも正解です。答えの下の（　）内の言い方でも正解です。

（　　　）に入る言葉を、右の欄に書きましょう。

(1) 古代ギリシャのアテネやスパルタのような都市国家を（　　　）という ポリス

(2) パレスチナでイエスが説いた教えをもとにした宗教が（　　　）だ キリスト教

(3) 殷で亀の甲や牛の骨に刻まれた文字を（　　　）という 甲骨文字

(4) 現在の人類の直接の祖先を（　　　）という 新人
（ホモ・サピエンス でも正解）

(5) 銅剣や銅鐸など、祭りの道具として使われた金属器を（　　　）という 青銅器

(6) 縄目の文様がつけられた厚手の土器を（　　　）という 縄文土器

(7) 邪馬台国について記した中国の歴史書の一部が（　　　）である 魏志倭人伝
（魏志の倭人伝 でも正解）

(8) 672年に天智天皇のあとつぎをめぐって起きた争いが（　　　）だ 壬申の乱

(9) 607年に遣隋使として隋に送られたのが（　　　）である 小野妹子

(10) 土地と人々を国家が直接支配する方針を（　　　）という 公地・公民
（公地公民 でも正解）

(11) 663年に日本軍が唐と新羅の連合軍に敗れた戦いが（　　　）だ 白村江の戦い
（白村江の戦・はくすきのえの戦い でも正解）

(12) 仏教の力で国を守ろうと東大寺の大仏をつくらせたのが（　　　）だ 聖武天皇

(13) 絹や地方の特産物を都に納める税を（　　　）という 調

(14) 唐から来日して仏教の戒律を伝えた僧が（　　　）である 鑑真

(15) 743年に開墾地の永久の私有を認めた法令が（　　　）だ 墾田永年私財法

(16) 藤原頼通が宇治に建てた阿弥陀堂が（　　　）である 平等院鳳凰堂
（鳳凰堂・平等院 でも正解）

(17) 平清盛が源義朝を破って勢力を強めた争いが（　　　）である 平治の乱

(18) 上皇が天皇にかわって政治を行うしくみを（　　　）という 院政

(19) 随筆『枕草子』を書いたのは（　　　）である 清少納言

(20) 比叡山に延暦寺を建てて天台宗を開いたのが（　　　）である 最澄
（伝教大師 でも正解）
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